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【会員状況】

＊ 今年、新規6団体加入したが、退会および事業廃止の申し出が6件あったため、結果的に
昨年度末と同じ会員数となっている。

1 .1 合同販売会「はーとふるメッセ」他、販売会の開催
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「はーとふるメッセinC-one」主催団体：千葉市、千葉県障害者就労事業振興センター 協力：千葉ショッピングセンター

＊ 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、今まで同様の合同販売会を感染症対策を
実施しながら運営することが難しく、換気が難しい屋内での販売会を見直し、集客が
見込める千葉駅構内での販売会「手しごとマルシェ」を実施した。

1 .2 受注拡大（営業）、共同受注窓口

① 調整・仲介・斡旋窓口（契約主体：各施設） ※今年度紹介案件のみ集計

継続 件
単発 件

* 売上は概算

前年度売上実績（概算） 10,766千円

C-one内
Aブロック催事場

アパート清掃/ウェス製造/給湯器解体/データ入力/マス
ク検品リパック/キャンプテーブル作製/除草作業/クリー
ニング/マウスシールドの検品リパック/パンフレット印
刷/干椎茸の下処理

70 70

売上目標（千円）

10/3,23

11/17,19

12月10日 手しごとマルシェ ペリエ千葉
JR千葉駅コンコース

C-one内
Aブロック催事場

138

紹介事業所数

件 72

契約事業所数（内訳・延べ） 売上（千円）*

件 7,220
82

46

58

17

77 77

イベント名

676

売上実績

（％）120.36,000 （千円）7,220

9/10,23,24
はーとふるメッセ

inC-one

実施日

8/26~28

延べ日数

12/15~17

県

C-one内
Aブロック催事場

54

柏市千葉市

0

船橋市

58

はーとふるメッセ
inC-one

はーとふるメッセ
inC-one

はーとふるメッセ
inC-one

C-one内
Aブロック催事場

（内訳）左：売上（千円）、右：参加事業所数

計 173

柏市 13 地域活動支援センター等１含む
県 102 地域活動支援センター等10含む

個人 1

地域活動支援センター等1含む17船橋市
地域活動支援センター等６、ワークホーム３含む40千葉市

備考会員数

54
はーとふるメッセ

inC-one

主な仕事内容

全体

60

436計

60

419 0

1/22
はーとふるメッセ

inC-one
C-one内

Aブロック催事場
59 59

3/11
はーとふるメッセ

inC-one
C-one内

Aブロック催事場
12 12

17

会場
C-one内

Aブロック催事場
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② 共同受注窓口（契約主体：振興センター） ＊物品購入を含む

前年度売上実績 50,836千円

【福祉事業所へ売上として計上した内訳】

517 124 66 16 311

2 事業開拓、商品開発等事業

2 .1 新規事業開拓

【はーとふるボックス】現在設置件数5件

【福祉事業所へ売上として計上した内訳】

11 3 1 7
＊ 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、企業での販売を2か月程度実施せず。
＊ 来年度（令和3（2021）年度、新たに県庁内2カ所設置できるよう調整中

2 .2 ・ 2 .3 事業経営個別相談・ビジネスサポート個別相談

① 衛生検査個別支援 提携/株式会社 生活品質科学研究所
【申し込み事業所内訳】

4 2 1 1
＊ 新型コロナウイルスの影響により、案内を７月より開始

② モデル事業所見学の調整
モデル事業所（見学受け入れ事業所）じょぶ・さくさべ（千葉市）、hana（木更津市）

＊ 新型コロナウイルスの影響により昨年度に実施予定だった5事業所の見学は延期。
事態の収束が確認され次第、見学の申し込みをしていた事業所は見学を実施予定。

3 事業経営、活動研修事業

3 .1 実践事例研修

（千円）

船橋市

60,000

売上実績

5,231
千葉市

売上目標（千円）

柏市 県
（内訳）右：参加事業所数(延べ）、左：売上（延べ）（千円）

（％）

全体

44,929 （千円）
74.9

売上実績

全体
5

県
2 21

柏市

（％）

千葉市
（内訳）左：検体数、右：事業所数

船橋市

500

（内訳）左：売上（千円）、右：参加事業所数
全体

337

8,513

68.0 （％） 70.7

売上目標（千円）

23,402 9,332

481
前年度実績

217
船橋市 柏市千葉市

0 8 112

326

県

340（千円）

新型コロナウイルス感染拡大の影響で、研修等の案内を実施できずにいたが、下記のとおり
実施。 新型コロナウイルス蔓延防止の観点から、企画によっては２会場で実施し「三密」
を防ぎ、 会場運営事業者の指示通りの定員数で募集案内を行った。研修当日は参加者には
マスク着用義務のお願い、また会場にて非接触型体温計による体温測定と手指消毒、講師立
ち位置には飛沫防止感染の衝立を設置するなど感染防止対策を実施した上で研修を実施。
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① 就労継続支援A型事業所現場職員のための行動計画立案セミナー
内容 A型職員が身に着けておく知識についての情報提供および管理会計について

個別支援計画と職員個別の行動計画の連動性
販売営業の具体的な事例とお客様の声

日時 ８月７日（⾦）13時30分〜16時30分
場所 千葉県教育会館604号室
説明 千葉県健康福祉部障害福祉事業課事業支援班班⻑ 坂本和則⽒、他
講師 有効性評価主任評価調査員 伊集院昭彦⽒、他
【参加者内訳】

9 3 1 5

② 福祉事業所における人事考課研修
  内容 3日間を通して人事考課等を学びながら、実際に実践していくことで参加事業所の

人材育成も同時に実施していきます。
1日目 講義と演習「自己評価」
2日目 講義と演習「個別面談」
3日目 体験シェア「実践型人事考課」のまとめ
他、課題取り組みに向けて講師によるメールコーチングを実施予定

日時・場所
1日目8月18日（⽕）10時~16時 千葉市⺠会館4階第3・4会議室
2日目9月25日（⾦）10時~16時 千葉市⺠会館4階第3・4会議室
3日目11月5日（木）10時~16時 千葉市⺠会館4階第3・4会議室

【参加者内訳】

8 1 1 6

③ 衛生管理集中研修
内容 食品衛生法改正に伴い、食品を製造している事業所はもちろんのこと、給食提供

のみを行っている事業所においても対応が必要になる場合があります。
改正ポイントをあらためて説明し、基本となる衛生管理は実習形式で学び、
HACCP管理に必要な衛生管理計画を業種ごとに実際に作成する3日間の研修

1日目 改正ポイント座学
2日目 衛生管理実習
3日目 衛生管理計画作成

【船橋会場】
日時・場所 （場所は3日間とも船橋市中央公⺠館）

1日目 9月3日（木）10時~17時
2日目 9月4日（⾦）もしくは5日（⼟）10時~17時
3日目 11月12日（木）9時30分〜17時30分

  13日（⾦）9時~19時30分
＊ 3日目の「衛生管理計画作成」は船橋会場のみで実施
＊ 3日目は参加者が希望の業種（菓子製造、パン類製造、惣菜製造、一般

飲食店、その他加工：味噌、ジャム等）を選び、業種ごとの研修及び
個別相談会を実施

【柏会場】
日時・場所

1日目 9月15日（⽕）10時~17時 ウェルネス柏
2日目 10月16日（⾦）もしくは20日（⽕） アミュゼ柏

講師 株式会社生活品質科学研究所 髙田かおり⽒

（内訳）左：参加者数、右：参加事業所数

8

（内訳）左：参加者数、右：参加事業所数
全体 柏市 県

7

千葉市全体

千葉市 船橋市

船橋市 柏市 県
11 2 1

15 5 3
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【参加者内訳】全日程合わせて

59 7 16 15 21

④ 刈払機取り扱い作業者安全衛生教育講習
内容 除草作業の受注拡大に繋げるために、刈払機取扱作業者安全衛生教育講習の受講を

通して刈払機の取り扱い等学び、安全に作業に従事していけるようにしていく
【千葉会場】
日時・場所 9月29日（⽕）9時〜16時30分 住友建機教習所千葉教習センター
【東⾦会場】
日時・場所 10月7日（⽔）9時〜16時30分 千葉県木材市場協同組合
【参加者内訳】両会場合わせて

19 5 2 12

⑤ 販売会基礎研修
⑤-1事業所訪問
内容 ・ 12月10日に実施する「手しごとマルシェ」参加事業所を対象に売り場つくりの

基礎、店舗演出、陳列技術、販促等を直接、事業所を訪問して改善指導を行い、
販売会当日に実践していく

・ また、商品を直接確認することを通して、著作権侵害や食品表示などのコンプラ
イアンス面において注意喚起を促す

【訪問事業所内訳】

⑤-2販売会実地研修
内容 ・ 「手しごとマルシェ」において事業所訪問時に指摘した点が改善されているか等、

直接販売している場面において個別具体的な指導を実施
日時 12月10日（木）11:00~19:00
場所 JR千葉駅中央改札外コンコース
講師 日本商業施設士会より3名

3 .2 経営力強化研修
① 就労継続支援事業所職員が知っておくべき基礎会計研修
内容 ・ 就労支援事業所が作成すべき就労支援事業活動計算書等の作成方法や

積立⾦についての説明
・ インボイス制度（適格請求書等保存方式）について理解が進むよう仕入税額控除等

の詳細説明
【柏会場】
日時・場所 9月7日（月）13時30分〜16時30分 ウェルネス柏4階研修室
【千葉会場】
日時・場所 9月16日（⽔）13時30分〜16時30分 千葉県教育会館203号室
講師 坂本＆パートナーズ会計事務所  中村貴泰⽒
【参加者内訳】両会場合わせて

32 4 1 5 22

（内訳）左：参加者数、右：参加事業所数

26

県
65 7 17 18 23

（内訳）
全体 千葉市 船橋市 柏市 県

2 7

（内訳）左：参加者数、右：参加事業所数
全体 千葉市 船橋市 柏市 県

船橋市 柏市
（内訳）左：参加者数、右：参加事業所数

全体

25 5 2 18

千葉市

全体 千葉市 船橋市 柏市 県
36 4 1 5

9
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3 .3 工賃（賃⾦）向上計画の有効性評価 ＊延べ件数

全体 千葉市 船橋市

＊ 緊急事態宣⾔により4月〜7月中旬まで有効性評価及びフォローアップの事業所訪問は
実施せず、7月後半からの実施となった。

＊ ２回目の緊急事態宣⾔期間中は訪問を予定していた事業所からの申し出等により、
延期や中止となり実施件数が少なくなる傾向であった。

＊ 有効性評価調査員を新たに1名追加。そのため有効性評価調査員研修を2回実施。
＊ フォローアップ訪問事業所の中には定期的に訪問し内部研修などを行い、事業所内の

職員人材育成や会議の在り方等、今後の活動に繋げられるよう支援を実施した。

4 官公需発注促進事業

4 .1 サテライト事業の活用
＊ 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、今年度はサテライト事業所が一堂に会し、

打ち合わせ等を実施することはできなかったが、昨年度作成した冊子「サテライト
事業所のご案内」を通じて各事業所が活動することとなった。

4 .2 ポータルサイト「チャレンジド・インフォ・千葉」運用 アクセス数

＊ 11月末県内就労継続支援A,B型事業所462カ所に「チャレンジド・インフォ・千葉」登録
及び更新の依頼を郵送にて告知。

＊ 今年度新規登録事業所数 件

4 .3 官公需発注促進のための官庁等訪問実施 件

5 農業技術・販路拡大支援事業

・ はーとふるメッセ千葉寺店、県庁店等野菜類販売売上 千円
＊ 売上の約13％が野菜類の売上となっている

・ 農業技術専門家派遣
  8 事業所  計29回訪問

協力：NPO法人 ちば農業支援ネットワーク、せんすい農園

・ 千葉県農福連携プロジェクトチーム会議

【農福連携プロジェクトチーム構成員】
県健康福祉部障害福祉事業課、農林⽔産部担い手支援課、
全国農業協同組合連合会千葉県本部、千葉県農業協同組合中央会、
千葉県障害者就労事業振興センター
日時・場所 7月29日10時〜   千葉県教育会館本館
内容 農福連携推進事業、農福連携サポーター育成事業等について

1,726

12月

1

62,223

4,751
5,1849月

7月
8月

1月10月

5,561

10

4,544

計

4月
5月
6月

11月

2

5,609

5,843

122

11 2

2月
3月

5,369
4,925
4,710

5,711
5,119

A 4

7 68 10

0 5
千葉市 船橋市 柏市 県 柏市 県全体

有効性評価訪問数

4,897

502 6B

フォローアップ訪問数

農業分野での障害者の就労等を支援し、障害者の工賃⽔準の向上及び農業の支え手の拡大
を図ること等を目的とした農福連携プロジェクトチームの打ち合わせに参加
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・ 請負作業・施設外就労等マッチング
農業者からの要請に応え、請負作業や施設外就労の仲介・斡旋を実施するために
下記の事業に取り組むことにより、件数、売上向上を目指した。
① 農福連携サポーター育成・派遣支援事業を実施していくため令和2年度農山漁村振興

交付⾦事業を農林⽔産省関東農政局に申請、6月承認。
② 農福連携に取り組むモデル事例を作出することにより、農福連携の事例紹介への

活用や認知度向上を図ることを目的とした令和2年度農福連携推進事業農福連携実証
試験（お試しノウフク）の業務を受託。

①、②の取り組みを通じ、農業における請負作業・施設外就労等マッチング実績は
以下の通りです。

件数： 17 件
全農ちば様の紹介により、白子玉ねぎ収穫作業や試験的に落花生収穫作業を仲介
他、農業者・農業法人からも収穫や除草、処分などの仕事を紹介

契約事業所数（内訳・延べ）

* 売上は概算
【福祉事業所へ売上として計上した内訳】

14 2 12

上記、実績の内訳の中に①サポーター派遣支援の取組内容が含まれています。

上記、実績の内訳の中に②お試しノウフクの取組内容が含まれています。

・ 農福連携サポーター登録前説明会
（令和2年度農山漁村振興交付⾦事業：農福連携サポーター育成・派遣支援事業）
目的 農家・農業法人と福祉事業所間の作業請負等についての不安を解消するために、

現場で支援していただく「農福連携サポーター」を募集。サポーターの方には、
これまでの農業の経験を活かして、農業、福祉それぞれにアドバイスをしてもらい
農福連携推進の支援をしていきます。今回、サポーターとして支援業務を行って
いただくにあたり、障害福祉についての説明会、他県での事例、千葉県内での農福
連携の取組事例等、研修会を通して理解を促す。

千葉市 船橋市 柏市 県

件 17 件 45321
紹介事業所数 売上（千円）*

453 95

（内訳）左：売上（千円）、右：参加事業所数
全体

358

収穫、除草作業、コンテナ積み、いちご葉かき作業

主な仕事内容

項目 内容
実施品目 ３品目（いちご、さつまいも、日本梨）
実施事例数 ９事例
作業内容 葉かき、出荷補助作業、剪定枝拾い等
実施期間 令和３年１月１３日〜３月５日 
作業日数（時間） ４１日（１２２時間）
参加事業所数・人数 ９事業所（参加利用者人数延べ１７０人）

項目 内容
実施品目 2品目（いちご、日本梨）、その他夏野菜処分
実施事例数 5事例
作業内容 葉かき、夏野菜処分、剪定枝拾い等
実施期間 令和2年１１月５日〜３月３０日 
作業日数（時間） ６日（２０．５時間）
参加事業所数・人数 ５事業所（参加利用者人数延べ１０３人）
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内容 千葉県の農福連携の取り組みについて
千葉県における今後の農福の取り組みについて
農福連携サポーター育成事業について
障害サービス事業所および障害者福祉について
知的障害者の特性について
精神障害者の特性について
他県での取り組み事例紹介〜⻑野県〜
農福連携サポーター業務内容説明

日時・場所 10月29日（木）10:00〜16:30 JA全農ちば 営農技術センター研修室
講師 ・ ⻑野県セルプセンター協議会

⻑野県農業就労チャレンジコーディネーター 沖村さやか⽒
・ 社会福祉法人オリーブの樹 理事⻑ 加藤裕二⽒
・ 特定非営利活動法人ウィズ 理事⻑ 三好恵里子⽒
・ 千葉県農林⽔産部担い手支援課 武内理香⽒

＊ 現在、サポーター登録は8名

・ 「ちば農福連携マルシェinペリエ千葉」開催
日時 12月11~12日（11時~19時）
場所 JR千葉駅中央改札外コンコース

前年度売上実績 1,377千円
【福祉事業所へ売上として計上した内訳】

15 5 1 9

＊ 今回の販売からクレジット、電子マネー決済の対応ができるよう、振興センター職員5名
外部研修に参加

6 その他（自主事業）

① 常設店運営

・ はーとふるメッセ千葉寺店
（千葉市中央区千葉寺町1208-2千葉市ハーモニープラザ1階）

営業日数236日

前年度売上実績 9,869千円／年

【福祉事業所へ売上として計上した内訳】

75 42 1 2 30

＊ 新型コロナウイルス感染拡大の影響で4月16日から5月31日まで営業を自粛
＊ 6月15日より営業時間ならびに定休日を変更

営業時間 10時30分~13時30分、14時30分~17時30分
定休日 日曜日、祝日

＊ 1月21日より営業時間を変更
営業時間 10時30分〜15時

1,273 671 37 565

年間売上目標（千円） 売上実績

5,473（千円）

54

1,500 1,273（千円）
84.9 （％）

（内訳）左：売上（千円）、右：参加事業所数
全体 千葉市 船橋市

48.9 （％）

（内訳）左：売上（千円）、右：参加事業所数

11,200

844

年間売上目標（千円） 売上実績

柏市 県

全体 千葉市 船橋市 柏市 県
5,205 4,300 7

２月、アレルギー表示が欠落した商品及び賞味期限表記の誤り等により、商品回収を２件実
施する事態となった。
商品回収に関してお客様からのお申し出はないが、以後製造事業所に注意を促すとともに販
売に携わる職員も表示に関して十分に留意するよう努めて参ります。
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＊ 毎年実施していた7月「サマーフェスタ」、11月「ハーモニープラザフェスタ」
（主催：千葉市ハーモニープラザ管理運営共同事業体）は新型コロナウイルス感染
拡大の影響により中止

＊ 2回目の緊急事態宣⾔から千葉市ハーモニープラザ館内において飲食が禁止、
また館内で運営していた「ことぶき大学校」の移転等、売上に大きく影響した。

・はーとふるメッセ県庁店
 （千葉市中央区市場町1-1千葉県庁中庁舎地下1階）

営業日数181日

前年度売上実績 6,335千円／年

【福祉事業所へ売上として計上した内訳】

58 29 2 1 26

② .1 地域イベント等への参加、小規模出店等（委託・仕入販売） * 主催イベント

4 4

44 7 4 3

1 10 6 4

1 3 2 1

17 6 2 4

46 4 18 0 0 12

＊ 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、Jリーグの試合が中止となり商品を販売
している店舗も休業していたため、売上は例年に比べると減少。

＊

② .2 地域イベント等への出店、納品の仲介

1 1

0 1 1 0 0 0

＊ 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、イベントそのものが中止になることが
多く、件数は昨年度に比べると大幅に減少。

② .3 その他販売関係紹介
＊ 期間限定（11/21〜12/19）千葉県のアンテナショップ「ちばI・CHI・BA」（場所：

KITTE丸の内）納品に向けて県内事業所（笹川なずな工房、富浦作業所）を紹介

延べ日数 16 16 0 0

9/18〜10/31

11/1

11/23

みんなでひとつのハ
ンドメイド展

津田沼パルコ2F

*食べものフェア 稲毛区役所前広場

Aフェス2020inちば 千葉市中央公園

（千円）
107.0

船橋市

計

（％）

年間売上目標（千円） 売上実績
7,360

実施日 イベント名 会場 全体
（内訳）左：売上（千円）、右：参加事業所数

9/22

686
柏市

千葉市

県
通年

実施日

延べ日数

会場 全体 千葉市

77

26

7,818 7,083 19

7,876

（内訳）左：売上（千円）、右：参加事業所数

プロムナード
コンサート

⻘葉の森芸術⽂化
ホール 16

千葉市 船橋市

（内訳）左：売上（千円）、右：参加事業所数

ジェフユナイテッ
ド千葉応援企画

12JEF 31 31

イベント名

県

3

津田沼パルコ 35

192 31 0

柏市

30
全体

26

91

0

柏市

9

60

10

14

34

7

64

船橋市

県

0

3/4〜20
みんなでひとつのハ

ンドメイド展

16

JOプロジェクト（応援商品販売企画）に加え、アリーナでの作業などについてジェフ
ユナイテッドと就労の取り組みをスタートした。本年はアリーナ周囲の道路の除草作
業を社会福祉法人オリーブの樹 オリーブハウス（花まんま）が実施。報酬⾦額73千
円。
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＊ 千葉県立生浜高校購買スペースに県内事業所（はーとやのパン）を紹介
6月から販売開始。

7 その他（共催事業・協力事業等）

・ 新型コロナウイルス感染拡大による就労支援事業への影響についてのアンケートを実施
集計分析を行う
【主旨・目的】

県及び関係機関と情報を共有し、今後の活動に向けて活用するため
【調査期間】
  令和2年5月7日（木）〜令和2年5月25日（月）
【調査対象】
  千葉県内の障害者就労継続支援事業所（A型・B型）
【調査方法】
 アンケートフォームのURLをメール配信
【調査対象事業所数・回答事業所数】

・ 新型コロナウイルス感染拡大により常設店の運営等実施できなかった時期もあり、
受託販売手数料収入等大幅に減少したため、「千葉県中小企業再建支援⾦」を申請。

・ 優先調達推進セミナー（主催：千葉県社会就労センター協議会、録画配信方式）にて
「官公需受注に向けた振興センターの取り組み」を発表。

・ 11月5日~9日 県庁にて優先調達等広報のためのパネル展示実施

▶配信事業所数 （単位：件）

配信事業所数 A型 B型
千葉市 57 13 44

柏市 29 4 25

船橋市 41 10 31

県 321 59 262

計 448 86 362

▶回答事業所数 （単位：件）

回答事業所数 A型 B型 その他
千葉市 43 11 31 1
柏市 21 3 18 0
船橋市 21 3 16 2
県 143 20 119 4

計 228 37 184 7

▶回収率 （単位：％）

配信事業所数 A型 B型
千葉市 75.4% 84.6% 70.5%
柏市 72.4% 75.0% 72.0%
船橋市 51.2% 30.0% 51.6%
県 44.6% 33.9% 45.4%

計 50.9% 43.0% 50.8%
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・ 12月2日~15日 野田市役所本庁舎1Fロビーにて広報のためのパネル展示実施

・ 12月2日 「農業分野における施設外就労の実態調査・研究事業情報交換会議」に参加
（主催：日本セルプセンター）

・ 12月5日 ユニバーサル農業フェスタ（主催：ちばユニバーサル農業フェスタ実行委員
会）運営協力

・ 共同受注窓口等、安定的に受注を受けていくために日本政策⾦融公庫に融資を申請、
受理される

・ 3月21日 WEBセミナー「誰もが幸せになれる農業×障がい福祉」において農福連携
サポーターについて講演（主催：千葉大学医学部付属病院）

・ 3月29日 WEB開催：講演会「地域とつながるものづくり→新しい価値をつくる」にて
「千葉県内の福祉事業所のノウフク連携や地域連携事業のご紹介」について講演

・ 3月29日 WEB開催「障害者就労に関する地域意見交換会」にて農福連携に関する
今後の取り組みについて講演（主催：障害者就業・生活支援センター中里）

・ 県内企業様よりカセットボンベの寄付をいただき、県内の福祉事業所42事業所に譲渡
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